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事業所自己評価・ミーティング様式 
 実施日 令和 7年１１月１7日（月） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
谷山、小林、竹下、山浦、ヴィカシタ、リーシャ、 

櫻井、石村、田中、チャック、ダヤン、山口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

   3    8 1 0 12 

 

前回の改善計画  

・職員個人個人が、利用者の観察をより細やかに行い、朝礼や終礼で伝えるようにする。 

・支援内容の共有のために、職員同士で声を掛けたり、自分から聞くように努める。 

・家族とのコミュニケーションの中で、気になることはケアマネに相談したり、申し送りで伝達する。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・以前に比べ申し送りで伝達できていることが増えた。また利用者の観察についても以前より各職員から

の発信が増え、職員同士での情報共有もできている。 

・申し送りノートの内容の把握に職員間でムラがあるように感じるが、印鑑が押されていない職員へは直

接声をかけたり、ノートの内容に疑問があるときは確認するようにしている。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 

1 11 0 0 12 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 

1 11 0 0 12 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 

4 8 0 0 12 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安

を受け止め、関係づくりのための配慮をし

ていますか？ 

1 10 1 0 12 

 

できている点  

・利用者の生活歴や家族のことなど背景も考えながら様子観察をするようになった。 

・職員間で情報伝達や報告を意識して行っていたため、支援内容の変更があったときなど、職員間での共

有がスムーズであったし、伝達がしっかりされているためわからないことの確認もしやすかった。 

 
 

できていない点  

・職員同士の声掛けや自分から確認する姿勢は増えたが、申し送りの内容や話し合いで決まったことの記

載漏れがあり伝達されないことがある。 

・情報の捉え方が違い支援がずれてしまうことがある。 

・利用者の希望と家族が必要としている支援が異なっているときの利用者への声掛けに迷うときがある。 
 

次回までの具体的な改善計画  

・利用開始前の情報は、職員全員が同じ情報を得られるように、ケアマネからの情報を受けた職員は、申

し送りノートへの記載や業務への落とし込みを丁寧にわかりやすく行う。 

・新規利用開始後は、支援に対しての情報共有を積極的に行い、利用者や家族の思いに沿ったものになっ

ているか確認しながら支援の方向性を統一していく。 

 
 

  

事－① 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年１１月１7日（月） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
谷山、小林、竹下、山浦、ヴィカシタ、リーシャ、 

櫻井、石村、田中、チャック、ダヤン、山口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

0 8 4 0 12 

 

前回の改善計画  

・空き時間を作り会話をする。会話の中でしたいことをを引き出し支援へ繋げる。 

・利用者が思いを伝えられないときは、ご家族と話し合いながら思いを探る。 

・担当職員が、担当の利用者の目標を把握、理解し、他の職員へ発信していく。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・送迎時などを活用し会話をするように心がけたが、思いの引き出しまでには至らなかった。 

・ご家族と直接連携することは少なく、ケアマネからの相談による間接的な対応が中心だった。 

・担当職員の情報発信が少なく、目標の共有が十分に行われていなかった。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっていま

すか？ 

 

1 7 4 0 12 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかって

いますか？ 

 

0 7 5 0 12 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 

1 3 8 0 12 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティン

グで発言し、振り返り、次の対応に活かせ

ていますか？ 

0 8 4 0 12 

 

できている点  

・送迎時や空き時間を活用した声かけにより、信頼関係が深まり、利用者との会話が増えた。 

・自立支援の勉強会を通じて、昨年度よりも目標に沿った関わりができたと感じている。 

・モニタリングを活用することで、利用者の目標が把握しやすくなり、支援に繋げる会話ができた。 

 
 

できていない点  

・利用者の目標や「～したい」ことの把握が不十分で、支援が単発的・表面的になっている。 

・担当職員が支援内容に主体的に関わらず、意見や情報発信が少ないため、担当制の意義が活かされてい

ない。 

・ADL や身体状況の情報はあるが、ニーズや希望に関する共有が不足しており、全体的な支援の方向性

が見えにくい。 
 

次回までの具体的な改善計画  

・送迎時や短時間の関わりでも「～したい」につながる声かけを意識し、記録に残す習慣をつける。 

・短時間でも目的を持った会話を意識し、支援につながる情報を記録・共有する。 

・担当職員が利用者の目標を簡潔にまとめ、朝礼や申し送りで他職員へ発信する機会をつくる。 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事－② 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年１１月１7日（月） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
谷山、小林、竹下、山浦、ヴィカシタ、リーシャ、 

櫻井、石村、田中、チャック、ダヤン、山口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 10 1 0 12 

 

前回の改善計画  

・会話を増やし、気持ちや体調の変化などに早く気づけるようにしていく。 

・報連相をスムーズに行い、瞬時な対応を行っていく。 

・些細なことでもなんでも気になったら報告してもらえるような雰囲気づくりをする。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・職員同士の声かけが増え、体調の変化に早く気づける場面が見られた。 

・報連相は活発になったが、実施後の報告や伝達ミスによる課題も残った。 

・些細なことでも報告する雰囲気づくりが進み、利用者のちょっとした変化に気づく観察力が向上した。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握でき

ていますか？ 

0 7 5 0 12 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 

4 8 0 0 12 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 

1 7 4 0 12 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 

3 9 0 0 12 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 

1 10 1 0 12 

 

できている点  

・ADLや体調の変化に応じた介助ができており、個別の要望にも配慮していた。 

・日々の挨拶や会話を通じて、気持ちや体調の変化に気づくことができていた。 

・夜間の様子や本人の希望を聞き取り、職員間で共有できていた。 

 
 

できていない点  

・支援開始や変更後の情報共有が不十分で、現状の把握に差があった。 

・認知症の方の「以前の暮らし方」を 10項目以上把握することが難しかった。 

・気持ちの変化など細やかな部分の共有や言語化が十分にできていなかった。 

 
 

次回までの具体的な改善計画  

・支援開始、支援内容変更後の現状を簡潔に報告し、情報共有を徹底する。 

・日々の会話やリアクションの共有を通じて、気持ちの変化をチームで言語化する機会をつくる。 

・本人との会話や自宅の状況、ご家族からの情報を活用し、暮らしの背景や希望を少しずつ把握していく。 

  

事－③ 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年１１月１7日（月） 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
谷山、小林、竹下、山浦、ヴィカシタ、リーシャ、 

櫻井、石村、田中、チャック、ダヤン、山口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

0 8 4 0 12 

 

前回の改善計画  

・近隣の方と話しているところを見かけたら、それとなく尋ねてみる。 

・新しい人とは積極的にコミュニケーションを図り、プライベートなところまで踏み込んで話を聞けるよ

うな信頼関係づくりを意識する。 

・その方の暮らしが豊かになるような地域資源を探し、支援へ取り入れるように提案をする。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・近所の方と挨拶はしているが、会話までは至っていない。 

・利用者や近隣の方に話しかけるよう意識し、話を聞く姿勢を持つよう努めた。 

・地域貢献活動として、歩道の除草や掃除、手すり拭きなどを利用者と共に実施した。 

・認知症カフェへの参加者が増え、地域との関係づくりに繋がっていると感じる。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 

1 7 4 0 12 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切

れないように支援していますか？ 

 

0 10 2 0 12 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 

0 3 8 1 12 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 

0 5 5 2 12 

 

できている点  

・月 1回の地域サロン（もってこいカフェ）に参加する利用者がいる。 

・通いの利用者に対して、観察や会話を通じて生活スタイルを把握し支援に活かしている。 

・民生委員からの連絡時に、利用者の情報を適切に伝えている。 

・地域活動への参加を通じて、利用者との関係性や地域との接点が少しずつ広がっている。 
 

できていない点  

・利用者の利用日以外の過ごし方について把握できていない。 

・一人暮らしの利用者の生活状況が十分に把握できていない。 

・地域資源の情報が不足しており、支援に活かしきれていない。 

・近隣の方との会話が浅く、踏み込んだ関係づくりができていない。 
 

次回までの具体的な改善計画  

・地域資源の情報を積極的に収集し、支援に活用できるよう整理する。 

・利用者の自宅での様子を、会話や観察を通じて把握するよう努める。 

・もってこいカフェなど、交流の機会となる活動への参加を促す。 

・利用者の暮らしが豊かになるような地域活動や人とのつながりを提案する。 
 
 

 

 

  

事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年１１月１7日（月） 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
谷山、小林、竹下、山浦、ヴィカシタ、リーシャ、 

櫻井、石村、田中、チャック、ダヤン、山口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 8 2 1 12 

 

前回の改善計画  

・社会資源の知識の向上と活用方法の研修を行う。 

・知識を身につけ、現在利用できるサービスの取りこぼしていないか支援の見直しを行い、必要な支援は

カンファレンスにて提案する。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・社会資源の資料を見て理解はできたが、活用方法にはまだ不安が残る。 

・支援内容に疑問を感じた際はケアマネに相談し、見直しのきっかけを作ることができた。 

・利用者の困りごとや必要なサービスについて、カンファレンスで話し合う機会が持てている。 

・全体会議の中で個別カンファレンスを行い、必要な支援について共有する場を設けている。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 

0 10 2 0 12 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」

が妥当適切に提供されていますか？ 

 

3 9 0 0 12 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」

に気づき、ミーティング等で共有すること

ができていますか？ 

1 10 1 0 12 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合

わせて柔軟な支援ができていますか？ 

 

1 11 0 0 12 

 

できている点  

・利用者やご家族の状況に応じて、通いの曜日変更や宿泊の調整など柔軟な対応ができている。 

・利用者の精神状態や体調に合わせた声かけや対応が日々の中で行われている。 

・家庭の状況から利用者の変化に気づき、支援に反映できた事例がある。 

・利用者のニーズについて、職員からの声が以前よりも多く上がるようになってきている。 
 

できていない点  

・地域の社会資源に関する情報が少なく、知識不足を感じている職員が多い。 

・ふれあいゴミ収集など一部の資源は活用できているが、地域資源全体の把握には至っていない。 

・訪問のみの利用者については、普段の様子が見えづらく、変化の判断に迷う場面がある。 

・社会資源を見つけても、具体的な活用方法が分からず支援に繋げられないケースがある。 
 

次回までの具体的な改善計画  

・各職員が積極的に社会資源の情報収集を行い、理解を深めるよう努める。 

・見つけた社会資源について、事業所内で共有する機会を定期的に設ける。 

・地域資源の活用事例を集め、支援にどう繋げられるかを話し合う場を作る。 

・訪問利用者の様子を把握するため、申し送りや記録の工夫を行い、変化に気づける仕組みを整える。 

 
 

 

 

 

 

事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年１１月１7日（月） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
谷山、小林、竹下、山浦、ヴィカシタ、リーシャ、 

櫻井、石村、田中、チャック、ダヤン、山口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

0 3 7 2 12 

 

前回の改善計画  

・地域の活動に参加してみたい。そのための情報収集を行う。 

・状態に応じて、サービス事業所とこまめに連絡を取り合う。連携を欠かさない。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・状態が不安定な利用者に対して、訪問看護と連携し悪化防止に努めることができた。 

・医療機関への状態報告など、個別対応時には連携が取れていた。 

・地域の除草作業など、一部の活動には参加できた。 

・高校サロンや自治会清掃など、地域活動の情報は少しずつ入ってきている。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行

っていますか？ 

1 3 4 4 12 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 

1 1 6 4 12 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、

婦人会、消防団等）の活動やイベントに参

加していますか？ 

2 3 3 4 12 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 

0 3 3 6 12 

 

できている点  

・利用者の状態変化時には、医療機関や訪問看護との連携がスムーズに行われていた。 

・地域の除草作業など、参加可能な活動には積極的に関わりをもった。 

・地域活動に関する情報（高校サロン、自治会清掃など）を把握できている職員がいる。 

・状態に応じた医療機関への報告など、個別連携は一定の成果がある。 
 

できていない点  

・地域イベントへの参加は少なく、業務との両立が難しい現状がある。 

・地域住民（利用者家族以外）が事業所を訪れる機会がほとんどなく、開かれた環境づくりができていな

い。 

・他事業所との会議や自治体との連携、会議への参加などは少なく、協働の機会が不足している。 

・情報収集は個人レベルで行われているが、業務に活かせる形での共有や活用が不十分。 
 

次回までの具体的な改善計画  

・地域活動や連携の情報を継続的に収集し、職員間で共有・検討する場を設ける。 

・地域住民が気軽に立ち寄れるような環境づくり（掲示物、イベント案内など）を検討する。 

・業務の中で可能な範囲で地域活動への参加を試み、事業所の存在を地域に伝える。 

・他事業所や自治体との会議・交流の機会を意識的に探し、連携の幅を広げる。 
 

 
 

  

事－⑥ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年１１月１7日（月） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
谷山、小林、竹下、山浦、ヴィカシタ、リーシャ、 

櫻井、石村、田中、チャック、ダヤン、山口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

0 5 6 1 12 

 

前回の改善計画  

・地域では、サンブライト愛宕Ⅲがどのような事業所であってもらいたいのか。イメージとする事業所像

を聞き、それについてどのようなことができるのかを考える。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・地域の方と事業所像について話す機会は持てなかった。 

・業務に追われ、職員間で事業所のあり方を話し合う時間が取れなかった。 

・利用者の家族から事業所像について意見を聞く機会があり、去年よりは考える場面が増えた。 

・地域との対話は少なかったが、家族との関わりの中で事業所の方向性を考えるきっかけがあった。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 

0 6 6 0 12 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を

運営に反映していますか？ 

 

1 9 2 0 12 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 

1 7 4 0 12 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 

0 5 7 0 12 

 

できている点  

・家族の意見をもとに訪問時のチェックシートを作成し、支援の質の向上に活用できた。 

・地域の方からの意見や苦情はすぐに報告するよう心がけていた。 

・苦情があった際は速やかに見直し、改善に取り組む姿勢が定着している。 

・利用者、家族からの声を運営に反映する意識が職員の中に根付いてきている。 
 

できていない点  

・事業所のあり方について職員間で話し合う機会が少なく、意見を出す場が不足している。 

・地域と協働した取り組みは「もやい船の花づくり」以外にほとんどなかった。 

・地域との協働が進まず、地域ニーズの把握ができていない。 

・地域に必要とされる拠点としての意識や行動がまだ十分ではない。 
 

次回までの具体的な改善計画  

・家族や地域の方からの意見を積極的に聞き、支援内容の改善に活かす。 

・地域と協働できる活動について、参加可能なものはないか情報収集する。 

・職員間で事業所のあり方について意見交換する場を設け、方向性を共有する。 

・事業所内だけでなく、地域とのつながりを意識した業務のあり方を考える。 
 

 
 

  

事－⑦ 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年１１月１7日（月） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
谷山、小林、竹下、山浦、ヴィカシタ、リーシャ、 

櫻井、石村、田中、チャック、ダヤン、山口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

0 10 2 0 12 

 

前回の改善計画  

・地域行事へ参加するために他事業所の取り組みを調べる。 

・個人研修を受講した後は、全体会議で研修の報告を行い、研修で学んだ内容を職員同士で共有し、介護

技術やケアの向上につなげる。。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・認知症実践者研修に参加し、研修中の取組を事業所内で実践、結果と考察を会議で共有した。 

・個人研修で得た知識を現場で試し、効果が見られた内容は他職員にも伝えるよう努めた。 

・研修報告書の閲覧できるように整備した。知識の共有とケアの質向上に繋がる土台ができた。 

・地域行事への参加に向けて他事業所の取組を調べる意識が一部に芽生えた。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加して

いますか 
 

5 7 0 0 12 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

2 9 1 0 12 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

1 3 4 4 12 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

0 12 0 0 12 

 

できている点  

・職員一人あたり２つ以上の個人研修を受講しており、学びの機会は確保されている。 

・研修で得た知識を現場に合う形でアレンジし、実践・伝達する工夫がなされている。 

・研修内容を業務に活かす意識が高まり、実際のケアに反映されている。 

・外部研修の成果を会議で共有する意識が少しずつ定着してきている。 
 

できていない点  

・ヒヤリハットの報告が少なく、リスクマネジメントの取り組みが不十分である。 

・地域連絡会への参加が少なく、外部との連携や情報交換の機会が限られている。 

・職場内研修は実施されているが、受け身の姿勢が多く、スキルアップに繋がりにくい。 

 
 

次回までの具体的な改善計画  

・同一利用者でヒヤリハットが複数回ある場合は、全体会議の個別カンファレンスで検討する。 

・職場内研修は全員が発言する参加型とし、スキルアップに繋がる内容に工夫する。 

・他職員の研修資料や報告書に積極的に目を通し、知識の共有と応用力を高める。 

・地域連絡会や外部の学びの場への参加を促進し、外とのつながりを意識した取り組みを行う。 

 
 

 

  
事－⑧ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年１１月１7日（月） 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
谷山、小林、竹下、山浦、ヴィカシタ、リーシャ、 

櫻井、石村、田中、チャック、ダヤン、山口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

3 9 0 0 12 

 

前回の改善計画  

・身体・虐待防止委員会を中心に勉強会や研修を行う。また意識を高めるために啓発活動を継続する。 

・個人情報に配慮して業務を行う。そのために業務で使わない書類は出しっぱなしにせず定位置へしまう

など作業台の整理整頓を行う。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・委員会が外部研修を受講し、それをもとに事業所内でも研修を行った。 

・身体拘束・虐待防止のポスターを掲示し、職員の意識向上に努めた。 

・個人情報の書類が整理されていない場面でも、職員が気づいて片づける対応ができていた。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 

8 4 0 0 12 

② 
虐待は行われていない 

 

 

7 5 0 0 12 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 

6 6 0 0 12 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 

1 10 1 0 12 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 

4 8 0 0 12 

 

できている点  

・身体拘束や虐待は見られておらず、職員の意識も高い。 

・言葉遣いや声かけに配慮し、心理的虐待の防止にも取り組んでいる。 

・身体拘束・虐待防止の掲示物があり、職員の意識づけに役立っている。 

 
 

できていない点  

・業務優先で動く際に口調が強くなることがあり、配慮が不十分な場面がある。 

・利用者に理由を伝えず「ちょっと待って」と待たせる場面があり、スピーチロックに近い対応がみられ

る。 

・利用者の近くで他の利用者の個人情報を話しそうになり、ヒヤリとする場面があった。 

・利用者情報の書類が作業台に出しっぱなしになり、利用者の目に入ることがあった。 
 

次回までの具体的な改善計画  

・業務を優先しすぎず、利用者のペースに合わせた支援を心がける。 

・書類を見かけたら誰が出したかに関係なく定位置に戻すことを徹底する。 

・個人情報を話す際は、周囲の状況を確認する習慣をつけ、情報管理を徹底する。 

・書類はこまめに定位置に戻す習慣を職員全体で共有・実践する。 

 
  

事－⑨ 


